
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再ｄｅｆｏｃｕｓ処理をＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５に移植 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアでは、各種ＯＤＦ解析結果のＥｒｒｏｒ評価を行うが、 

   最近、再ｄｅｆｏｃｕｓ機能を追加した。 

   一方、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５ソフトウエアでは、最小Ｒｐ％処理が組み込まれていた。 

   ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再ｄｅｆｏｃｕｓ機能は簡単であるが、２回のＯＤＦ解析処理を必要であり 

   煩雑なため、再ｄｅｆｏｃｕｓ処理をＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５に組み込んで見ました。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５の画面から 

１．従来のｄｅｆｏｃｕｓ処理 

２．ｄｅｆｏｃｕｓ処理＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

３．ｄｅｆｏｃｕｓ処理なし 

４．ｄｅｆｏｃｕｓ処理なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

   が可能になりました。 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５（Ｖｅｒ．１．６０以降） 

 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ処理ありなし  再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 

テストデータは 

 ｒａｎｄｏｍデータ 

  CTR¥DATA¥Al-powder-random 

 配向データ 

  CTR¥DATA¥Aluminum-H-O￥Aluminum-H 

 

ODF解析 

 LaboTex2(3.0.53)使用で説明しますが、すべてのＯＤＦ解析ソフトウエアで使用可能 

 

解析データを並べた後、比較します。 

 

 



１．従来のｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ処理 

 

結果をＥＸｐｏｒｔし、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％プロファイルの確認 

 

        ＬａｂｏＴｅｘのＯＤＦ最大方位密度 

 

 



２．ｄｅｆｏｃｕｓ処理＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 

 

 

 



 

 

 

 

 



３．ｄｅｆｏｃｕｓ処理なし 

 

 

 

 



 

 

 

 

４．ｄｅｆｏｃｕｓ処理なし＋再ｄｅｆｏｃｕｓ処理 



 

 



 

 

 

 

 



データまとめ 

 

ODF方位密度プロファイル(Version2) 

 

逆極点図ＮＤ方向３６Ｂｏｘプロファイル 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５にてｄｅｆｏｃｕｓ補正なしを除いて同一傾向が認められます。 


